
一般質問

市
長
／
自
紙
に
戻
す
考
え
は
な
い

固
一　
ど
ん
ぶ
り
計
算
と
は

納
得
で
き
な
い
。

今
後
見
直
し
を
し

固
一　
次
に
、
環
境
問
題
を

考
え
ず
建
設
予
定
地
を
決

め
た
点
に
つ
い
て
。

胡
摩
地
区
は
、
昔
か
ら

畜
産
が
集
中
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
悪
臭
の
調
査
を

し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
　
２
回

ほ
ど
行

っ

た
が
、
体
感
で
は
問
題
な

か
っ
た
。

市
長
　
ハ
エ
が
多

い
場
所

で
は
な
い
と
思
う
。

固
　
調
査
を
さ
れ
た
う
え

で
の
答
弁
か
。

市
長
　
今
後
、
調
査
を
行

い
た
い
。

固
一　
次
に
、
排
水
対
策
に

つ
い
て
。

答
弁
や
事
業
計
画
な
ど

か
ら
し
て
、
対
策
が
不
十

分
で
は
な
い
か
。

市
長
　
今
後
し
っ
か
り
し

た
事
業
計
画
を
出
し
た
い
。

固
一　
以
上
の
質
疑
で
利
用
、

収
支
計
画
、
環
境

や
排

水
対
策
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
為
、
今
回
提
案
さ
れ

た
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建
設

の
予
算
は
、
白
紙
に
戻
す

よ
う
要
求
し
た
い
。

市
長
　
白
紙
に
戻
す
考
え

は
な

い
。

財
部
温
泉
セ
ン
タ
ー
　
・

従
業
員
の
賞
与
支
給
は

固
　
平
成
２２
年
度
の
賞

与
を
従
業
員
に
支
給
し

な
か
っ
た
の
は
、
市
に
落

ち
度
が
あ
っ
た
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

今
後
市
は
、
何
ら
か
の

形
で
す
べ
て
の
従
業
員
に

賞
与
を
支
給
す
べ
き
だ
。

市
長
　
６
月
議
会
ま
で
に

は
、
回
答
し
た
い
。

閥
□
目
曰
　
利
用
、
収
支

計
画
が
お
お
ざ

っ
ぱ
で
は

な
い
か
。

４
点
を
質
問
し
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
公
園
は
、
市
外

の
利
用
者
を
８
万
人
と
見

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
過
大

な
見
込
み
数
で
は
な
い
か
。

池
田
市
長
　
今
後
見
直
し

を
し
た
い
。

閻
一　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、

年
間
の
利
用
者
を
３
万
７

５
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
市
内
、
市
外
の
利

用
者
を
分
け
て
い
な
い
な

ど
お
お
ざ
つ
ぱ
で
は
な
い
か
。

昌
一
　

市
長
　
次
回
の
議
会
ま
で

端　　に内
訳を一小した
い。

一峰

　

固

　
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ

徳

　

に

つ
い
て
。

市
外
の
利
用
者
は
期
待

で
き
な
い
。

一
方
、
市
内

の
利
用
者
を
わ
ず
か
６
千

人
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
に
何
億
円
も
金
を

か
け
て
建
設
す
る
の
か
。

市
長
　
６
千
人
よ
り
多
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

固
一　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
年
間
の
収
入
１
２
０
万

円
、
支
出
１
２
９
万
円
は
、

数
字
が

一
ケ
タ
小
さ
い
。

市
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
支
出
が
少
な
い
の
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
支
出
で
計

算
に
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

た 市
い 長

う固
か
○

 ハ

エ

に
つ

い

て
は
ど

建設予定地から 1.5km圏 内にある
畜産関連農場の現状 (市長答弁より)

農場等 箇所 頭羽数

ブロイラー 5 108,000

鶏
ツ́ 2 640,000

肥 育 牛 1 2,000

豚 9 5,000

畜 産 企 業 1 6,000

⑦ 曽於議会だより No28 H24年 5月発行



市
長
／
現
在
調
査
中
で
あ
る

困
圏
塑
□
日
　
曽
於
市
有
機

セ
ン
タ
ー
脱
臭
棟
の
屋
根
が

倒
壊
し
た
が
原
因
は
何
か
。

池
田
市
長
　
当
時
請
け
負

っ
た
設
計
及
び
施
行
会
社

に
倒
壊
の
原
因
に
つ
い
て

究
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

脱
臭
棟
内
の
木
材
部
材
が

湿
潤
状
態
で
部
材
の
強
度

が
低
下
し
、
破
断
し
た
た

め
、
倒
壊
し
た
と
の
報
告

が
あ

つ
た
。

固
　
今
後
改
修
は
ど
の
よ

つヽ
に
行

つゝ
の
か
。

市
長
　
倒
壊
し
た
脱
臭
棟

は
、
３
月
ま
で
に
解
体
撤
去

し
平
成
２４
年
度
予
算
に
よ

り
改
築
の
予
定
で
あ
る
。

閻
一　
有
機
セ
ン
タ
ー
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
は

常
駐
さ
せ
な
い
と
聞
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

運
営

・
管
理
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
行
革
に
伴
う
職
員

の
定
数
削
減
に
伴
い
、
平

成
２４
年
度
か
ら
有
機
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
を
外
部

委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。

管
理
運
営
の
方
法
と
し
て

は
、
現
在
の
作
業
員
全
員

を
引
き
続
き
雇
用
す
る
こ

と
と
し
、
市
職
員
に
変
わ

る
２
名
の
職
員
を
新
た
に

常
駐
さ
せ
て
、
曽
於
市
の

直
営
と
し
て
引
き
続
き
運

営
を
行
っ
て
い
く
。

公
立
高
校
再
編
に
つ
い
て

固
　
曽
於
市
内
に
３
つ
の

公
立
高
校
が
あ
る
が
、
今

後
と
も
存
続
で
き
る
か
。

市
長
　
曽
於
市
で
は
、
市

教
育
活
性
化
対
策
委
員
会

高
校
部
会
で
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
、
今
ま
で
５
回

の
部
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
部
会
で
、
ま
ず
第

一
段
階
と
し
て
、
末
吉

・

財
部
を
再
編
統
合
し
、
岩

川
高
校
は
、
＞」
ン」
２
、３
年

自
助
努
力
を
発
揮
す
る
こ

と
で
意
見
を
ま
と
め
、
「大

隅
地
域
の
公
立
高
校
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
に
報

告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

固
　
高
校
の
授
業
料
無
料

化
に
伴
い
、
曽
於
市
の
特

別
奨
学
金
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る

地
元
高
校
に
入
学
す
る
生

徒
へ
の
支
援
ま
た
は
、
高

校
振
興
対
策
は
新
た
に
考

え
て
い
る
か
。

例
え
ば
、
地
元
高
校
に

在
籍
す
る
生
徒
の
バ
イ
ク

免
許
取
得
の
助
成
や
、
バ

ス
通
学
の
定
期
券
の
助
成

な
ど
。

．教
育
長
　
具
体
的
な
対
策

は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
が
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
な
ど
の
利

用
を
含
め
て
、
何
ら
か
の

手
立
て
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

一〇

今鶴 ,台信 議員

倒壊した有機センターの脱臭棟

岩川高校

再編の渦中にある市内県立高校

曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



市長1/防災組織の充実を図る

目
国
圏
日
　
地
域
住
民
が

深
川
駐
在
所
の
存
続
を
要

望
し
、
県
警
察
本
部
長
に

１
４
４
２
名
の
署
名
を
添

え
て
、
陳
情
が
な
さ
れ
た
。

今
後
、
犯
罪
防
止
や
抑

止
力
の
観
点
か
ら
市
長
に

お
い
て
は
、
県
警
の
再
編

計
画
に
ど
の
よ
う
な
対
応

が
考
え
ら
れ
る
か
。

池
田
市
長
　
県
に
提
出
す

る

「
存
続
を
望
む
陳
情

書
」
を
拝
見
し
話
を
伺
い
、

地
域
の
考
え
を
十
分
理
解

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

年
１２
月
ま
で
結
論
が
延
ば

さ
れ
、
今
後
地
域
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
再
度
検
討

さ
れ
る
と
思
う
。

閻
一
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
の
対
応
は
ど
う
で
あ

る
か
、
組
織
率
の
向
上
と

今
後
の
対
応
は
ど
う
で
あ

る
か
。

市
長
　
地
域
住
民
の
連
帯

に
よ
り
、
防
災
活
動
が
消

防
行
政
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

自
主
防
災
力
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

今
ま
で
自
治
会
を
単
位

杉雄 議員

と
し
た
組
織
率
は
４２

・
９

％
で
あ

っ
た
が
今
回
、
１６

の
校
区
公
民
館
が
設
立
し

て
、
組
織
率
が
６６

・
７
％

と
な
り
組
織
活
動
を
維
持

す
る
た
め
の
施
策
等
を
検

討
す
る
。

固
一　
犯
罪
発
生
に
対
し
て

は
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
う
か
。

ま
た
、
川
内
団
地
で
の
タ

イ
ヤ
パ
ン
ク
事
件
の
そ
の
後

の
対
応
は
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長
　
自
主
防
犯
に
地
域

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
見
守
り

隊
の
２９
団
体
が
加
入
し
、

日
々
活
動
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
協
力
を
い
た
だ
き
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

川
内
団
地
の
駐
車
場
に

は
、
平
成
２３
年
度
で
５
基
、

平
成
２４
年
度
で
１０
基
の
防

犯
灯
を
設
置
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

メ
セ
ナ
温
泉
の

宿
泊
施
設
の
増
設
を

固
　
メ
セ
ナ
温
泉
の
宿
泊

施
設
の
増
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長
　
増
設
に
つ
い
て
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

検
討
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

固
一　
温
泉
の
利
用
増
は
も

と
よ
り
、
観
光
の
観
点
か

ら
宿
泊
も
県
内
外
に
発
信

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
等

団
体
の
合
宿
誘
致
に
努
力

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
県
な
ど
を
通
じ
て

大
学
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
案
内
は
あ
る
が
、
宿
泊

施
設
が
収
容
し
き
れ
な
い
。

色
々
な
観
点
か
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

気をつけていつてらつしゃい (柳迫交差点 )

安心安全の為に防犯灯

(D曽於議会だより No28 H24年 5月 発行



市
長
／
議
会
が
否
決
し
た
と
き
に
考
え
る

呼
べ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
一一オ
イ
の
問
題
は

調
査
す
る
。

固
　
こ
の
事
業
は
た
い
へ

ん
な
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。

ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

市
長
　
合
併
記
念
と
し
て

こ
の
ま
ま
進
め
て
い
き
た
い
。

固
　
議
会
が
否
決
し
た
ら

尊
重
す
る
か
。

市
長
　
議
会
が
最
終
判
断

し
た
場
合
は
、
そ
の
時
に

考
え
る
。

ハ
ム

・
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど

．手
作
つ
加
工
所
を

．　
一

固
　
ナ
ン
チ
ク
等
と
協
力

し
あ

っ
て
観
光
や
市
民
の

手
作
り
加
工
所
の
建
設
は

で
き
な
い
か
。

市
長
　
加
工
所
の
建
設
は

で
き
な
い
が
、
技
術
的
指

導
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

既
存
施
設
の
活
用
を
考
え

た
い
。

固
　
玄
田
産

の
市
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
ハ
ム
や
ウ

イ
ン
ナ
ー
の
手
作
り
加
工

の
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

五位塚

固

本目
続
が
で

き
て
な
い

囲
日
囲
国
目
　
胡
摩
地
区

に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

池
田
市
長
　
市
の
中
心
地

域
で
あ
り
、
７
フ
ツ
ト
で
高

齢
者
等
に
利
用
し
や
す
い
。

ま
た
、
山
林
で
あ
り
用

地
費
が
安
価
で
あ
る
。

固
一　
市
民

の
声
は
ま
す

ま
す
建
設
中
止
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。

中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
建
設
中
止
の
声
が

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
推
進
の
声
も
多
く
あ 口貝

　

り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

疇
　
が
る
の
で
中
止
の
考
え
は

岡

　

な

い
。

地
権
者
と
筆
数
は
い
く
つ
か
。

市
長
　
個
人
で
１７
名
の
３２

筆
、
共
有
名
義
で
２
筆
あ

り
合
計
３４
筆
で
あ
る
。

固
　
こ
の
建
設
場
所
か
ら

‐
・
５
ｋｍ
以
内
に
１８
の
農
業
施

設
が
あ
り
、
ニ
オ
イ
、
ハ

エ
な
ど
問
題
は
な
い
か
。

市
長
　
一
一度
ほ
ど
足
を
運

ん
だ
が
、
ニ
オ
イ
は
感
じ

な
か
っ
た
。

固
　
私
は
こ
の
下
流
で
田

を
作

っ
て
い
た
が
、
ニ
オ

イ
、
ハ
エ
、
便
所
バ
チ
な

ど
で
、
と
て
も
観
光
客
を

ま
た
、
観
光
客
を
呼
ぶ
た

め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
畜
産
の
加
工
を
含

め
て
農
産
物
の
加
工
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

あ
る
。
県
が
大
隅
半
島
の

農
産
物
加
工
体
験
施
設
の

考
え
も
あ
る
の
で
、
県
と

一
体
と
な

っ
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

一住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
　
．●

固
一　
平
成
２３
年
度
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
績
は
い

く
ら
か
。

市
長
　
８８
件
の
９
３
７
万

円
の
補
助
を
見
込
ん
で
い
る
。

固
　
こ
の
事
業
の
経
済
効

果
は
大
き
い
と
考
え
る
が

ど

つゝ
か
。

市
長
　
事
業
効
果
は
１
億

５
千
万
円
程
で
大
き
い
と

考
え
る
。

固
一　
給
湯
器
や
サ
ッ
シ
取

替
な
ど
、
大
工
工
事
や
労

務
費
が
伴
う
工
事
に
つ
い

て
も
支
援
を
広
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
　
労
務
費
が
伴
う
も

の
は
考
え
て
い
く
。

胡摩地区の予定地で説明中

ピカピカの調理場 (大隅農産加エセンター)
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市長/完成までに 13億円の効果、
雇用も期待できる。

田

□

圃

園

　

パ

ー

ク

ゴ

ル

フ
場

、

フ

ラ

ワ

ー

パ

ー

ク

計
画
に
お
い
て
曽
於
市
内

へ
の
経
済
効
果
は
。

池
田
市
長

　

用
地
取
得
、

工
事
全
般
で
約
１３
億
円
の

経
済
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

固
　
雇
用
促
進
は
で
き
る

の
か
。
交
流
人
口
を
ど
れ
く
ら

い
予
測
し
て
い
る
の
か
。

市
の
特
産
品
の
販
売
効

果
へ
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
。

市
長

　

一屋
用
も
創
出

で

き

る

。

完

成

後

は

年

間

１０
数
万
人

の
交
流
人

口
を
見
込
ん
で
お
り
、

５
千
８
０
０
万
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
。

特
に
管
理
作
業
面
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

用
は
増
え
、
一屋
用
に
つ
な

が
る
。
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

販
売
に
も
結
び
つ
け
た
い
。

固
　
胡
摩
地
区
は
交
通
の

利
便
性
、
景
観
、
そ
し
て
畜

産
事
業
所
と
の
共
存
等
適

地
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。

他
の
候
補
地
は
再
考
で

き
な
い
か
。

市
長
　
審
査
会
の
決
定
は

尊
重
し
た
い
。

市
の
中
央
に
位
置
し
、

交
通
面
で
も
便
利
で
あ
り

地
形
も
割
合
平
坦
で
あ
る
。

悪
臭
や
ハ
エ
も
心
配
さ
れ

る
の
で
、
環
境
調
査
を
民

間
の
機
関
へ
委
ね
て
結
果

を
み
て
判
断
し
た
い
。

児
童
数
の
減
少
に

ど
う
対
処
さ
れ
る
か

固
一　
市
内
児
童
生
徒
の
学

力
は
全
国

。
県
で
ど
の
レ

ベ
ル
に
あ
る
の
か
。

学
力
向
上
対
策
は
取

っ

て
い
る
の
か
。

成
果
は
上
が
っ
て
い
る

の
か
。

植
村
教
育
長
　
小
学
校
は

全
国
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、

中
学
校
は
全
国
レ
ベ
ル
に

及
ば
な
い
。

小
学
校
の
算
数
は
全
国

よ
り
上
回
る
が
、
国
語
は

下
回
っ
て
い
る
。

中
学
校
は
数
学
も
全
国

に
は
及
ば
な
い
。

県
が
実
施
す
る
基
礎

・

基
本
定
着
度
調
査
の
最
新

結
果
で
は
、
小
学
五
年
生

は
全
教
科
で
県
に
及
ば
ず
、

中
学

一
年
生
も
同
様
で
あ

る
。
中
学
二
年
生
は
数
学

と
理
科
で
上
回
る
が
、
他

の
教
科
で
や
や
及
ば
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
２３
年
度
か
ら

「教

師
力
向
上
講
座
」
を
実
施

し
て
い
る
。
学
力
向
上
対

策
協
議
会
も
設
置
し
て
あ

る
の
で
、
目
的
を
達
成
し

た
い
。
国

・
県
レ
ベ
ル
に
達
し
な

い
面
も
あ
る
が
、
定
着
度

調
査
の
度
に
前
回
調
査
を

上
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。

全
教
科
の
平
均
で
は
す
べ

て
の
学
年
で
向
上
し
て
い

る
。
今
後
も
学
力
向
上

と
生
徒
指
導
を

一
体
的
に

取
り
組
み

「定
着
す
る
授

業
」
を
目
指
す
。

固
一　
学
力
日
本

一
を
目
指

せ
な
い
か
、
ま
ず
は
鹿
児

島
県

一
を
目
指
し
た
ら
ど

つゝ
か
。

教
育
長
　
頑
張
り
た
い
。

土屋 健一 議員

人気のパークゴルフ

電子黒板による授業
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市
長
／
関
係
機
関
と

一
体
と
な
り
取
り
組
む

固
一　
茶
業
振
興
貸
付
基
金

の
目
的
と
活
用
法
は
。

市
長
　
合
併
前
は
末
吉

・

財
部
で
、
合
併
に
よ
り
大

隅
も
活
用
で
き
る
。

新
植
、
改
植
に
か
か
る

経
費
を
貸
付
け
初
期
投
資

の
負
担
軽
減
を
図
る
。

１０

ａ
当
た
り

一
年
目

２０
万
円
、
二
年
目
１０
万
円

以
内
で
７
年
以
内
の

一
括

償
還
で
無
利
子
で
あ
る
。

固
一　
県
茶
業
大
会

（曽
於

市
会
場
）
の
本
市
の
取
り

組
み
は
。

市
長
　
銘
茶
研
究
会
も
設

立
さ
れ
、
品
評
会
対
策
費

と
し
て
７
３
７
万
円
を
当

初
予
算
化
し
、
大
成
功
に

向
け
取
り
組
む
。

高
齢
者
見
守
り
対
策
事

業
に
つ
い
て

固
　
高
齢
化
社
会
の
実
態

を
ど
う
み
る
か
。

市
長
　
曽
於
市
の
高
齢
化

率
は
現
在
３４
％
で
ヽ
上
昇

す
る
傾
向
で
あ
る
。

地
域
で
の
見
守
り
の
必

要
な
高
齢
者
が
、
さ
ら
に

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

固
一　
見
守
り
の
現
状
は
ど

う
か
。

市
長
　
市
内
２６
ケ
所
の
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
を
核

に
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
見
守
り
活
動

を
実
践
し
て
い
る
が
、
考

え
方
や
取
り
組
み
に
差
が

あ
る
。

胴
回
圃
園
　
畑
か
ん
地
域

で
の
お
茶
の
節
水
型
散
水

器
具
の
普
及
と
導
入
に
つ

い
て
は
。

池
田
市
長
　
従
来
型
よ
り

６
割
の
節
水
効
果
が
あ
り
、

農
家
や
関
係
機
関
と

一
体

と
な
り
検
討
す
る
。

固
一　
早
急
な
取
り
入
れ
を

望
む
が
解
決
策
は
。

市
長
　
平
成
２４
年
度
中
に

一
般
会
計
補
正
も
考
え
て

い
る
。

固
一　
役
員
引
き
受
け
手

の
な
い
現
状
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
、

安
心
安
全
な
高
齢
化
社
会

を
築
く
の
か
。

市
長
　
各
自
治
会
長
、
班

長
、
ま
た
そ
の
奥
様
方

ヘ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
は

難
し
い
と
考
え
、
毎
月
の

見
守
り
結
果
の
報
告
に
対

す
る
報
酬
を
予
算
化
し
、

複
数
年
、
務
め
て
も
ら
う

よ

つゝ
に
す
る
。

ま
た
、
市
の
訪
間
専
門

員
と
併
せ
て
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

渡辺 利治 議員

稼働中の防霜スプリンクラー

曽於市地域福祉ネットワーク会議
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市長/場所の移動t.分煙対策を早急に行う

園
回
圏
ロ
　
メ
セ
ナ
温
泉

の
喫
煙
場
所
は
現
在
の
場

所
が
適
当
か
。

池
田
市
長
　
今
の
場
所
は

適
当
で
な
い
。

固
一　
今
ま
で
に
喫
煙
場
所

に
対
す
る
苦
情
は
な
か
っ

た
の
か
。

市
長
　
苦
情
は
あ

っ
た
。

固
一　
喫
煙
場
所
を
変
え
て

く
れ
と
の
声
が
あ
る
が
、

な
ぜ
改
善
で
き
な
い
の
か
。

市
長
　
場
所
の
移
動
、
分

煙
対
策
を
早
急
に
行
う
。

小

・
中
学
校
に
お
け
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

回
回
園
目
　
市
内
小

・
中

学
校
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
実
態
は
。

植
村
教
育
長
　
市
内
小

・

中
学
校
併
せ
て
２６
校
あ
る

）

が
、
小
学
校
は
、
岩
川
小
、

末
吉
小
、
財
部
小
の
３
校
。

中
学
校
は
、
大
隅
中
、
末

吉
中
の
２
校
完
備
さ
れ
て

い
て
、
現
在
建
設
中
の
財

部
中
も
設
置
の
計
画
で
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
市
内
６

校
の
み
で
あ
る
。

固
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
を
強
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長
　
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
の
で
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

粗
大
ゴ
ミ
処
理
の
改
善
を

固
一　
粗
大
ゴ
ミ
処
理
の
改

善
策
を
。

市
長
　
合
併
し
て
大
隅
と

財
部
の
両

一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

粗
大
ゴ
ミ
処
理
に
お
い
て
、

特
に
高
齢
者
や
車
の
な
い

方
が
不
自
由
を
き
た
し
て

い
る
が
、
両
町
に
お
け
る

実
態
は
。

市
長
　
施
設
の
延
命
化
を

図
る
た
め
、
大
隅
と
財
部

の
処
分
場

へ
の
搬
入
は
行

っ
て
い
な
い
。
末
吉
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

一
ヶ
所

の
み
の
搬
入
で
あ
る
。

固
一　
大
隅
、
財
部
、
両
町

へ
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収
の
手

立
て
を
講
ず
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長
　
市
内
全
域
的
に
改

善
す
べ
き
な
の
で
、
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く

り
、
大
崎
町
の
事
例
に
近

づ
け
る
よ
う
ど
の
方
法
が

い
い
の
か
具
体
的
な
調
査

を
行

い
検
討
す
る
。

原田 賢一郎 議員

メセナ温泉センター内喫煙所

収集された粗大ゴミ (曽於市クリーンセンター)
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市
長
　
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
行
う

１
９
０
の
橋
は
、
調
査
を

検
討
す
る
。

固
一　
洪
水
時
に
冠
水
が
予

想
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
。

・市
長
　
県
水
防
計
画
で
は
、

末
吉
柿
木
地
区
５０
戸
、
財

部
中
谷
地
区
４５
戸
、
堤
地

区
１
２
５
戸
、
南

・
市
之

坂
地
区
２
０
０
戸
を
予
想

し
て
お
り
、
大
隅
地
区
は

な
い
。

固
一　
水
道
は
大
丈
夫
か
。

市
長
　
平
成

１７
年
水
道

事
業
の
耐
震
基
準
が
示
さ

れ
、
そ
れ
以
後
に
建
設
し

た
、
下
窪
水
源
地
、
同
配

水
池
、
八
反
水
源
地
、
高

松
配
水
池
、
城
山
水
源
地

は
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
建
設
し
た
配

水
池

１９
ケ
所
、
浄
水
場

・６
ケ
所
は
診
断
し
て
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

送
配
水
管
は
延
長
が
長

い
の
で
、
基
準
に
該
当
す
る

よ
う
布
設
替
工
事
時
に
実

施
し
て
い
る
が
、
水
道
財
政

の
状
況
を
見
な
が
ら
行
う
。

固
　
ダ
ム
決
壊
の
お
そ
れ
は
。

市
長
　
本
市
に
は
中
岳
ダ

ム
、
谷
川
内
ダ
ム
が
あ
る

が
、
河
川
管
理
施
設
等
構

造
令
に
基
づ
い
て
施
行
さ

れ
て
い
る
の
で
、
気
象
庁

発
表
の
震
度
と
は
単
純
に

比
較
で
き
な
い
。
東
日
本

大
震
災
で
安
全
性
に
直
ち

に
影
響
を
及
ば
す
被
害
報

告
は
な
い
。

毎
月
堤
体
の
挙
動
観
測

を
行
い
、
万
全
の
体
制
で

は
あ
る
。

）

山下 諭 議員

田
国
団
園
　
風
雨
の
自
然

災
害
は
、
時
系
列
的
に
ま

た
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
的
に

予
測
が
あ
る
の
で
予
防
で

き
る
が
、
地
震
は
で
き
な
い
。

現
時
点
で
の
対
応
を
問
う
。

公
共
建
造
物
対
策
は
。

池
田
市
長
　
学
校
施
設
で

４９
棟
の
耐
震
調
査
を
実
施

し
た
。
ぅ
ち
２７
棟
が
補
強

改
築
の
必
要
が
あ
る
。

平
成
２７
年
度
ま
で
実

施
の
計
画
。
社
会
教
育
施

設
の
公
民
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
体
育
館
で
基
準
法

改
正
前
の
施
設
が
１１
あ
る

の
で
検
討
す
る
。

市
営

・
市
有
住
宅

で

は
、
１
１
６
６
戸
中
新
基

準
で
建
設
さ
れ
た
も
の
が

７
６
２
戸
、
他
は
今
後
耐

震
診
断
を
実
施
す
る
。

橋
梁
は
、
市
道
と
農
道

を
合
わ
せ
て
２
２
６
あ
る
。

基

準

改

正

前

架

設

の

曽於地区防災訓練

可
`

画
一　
避
難
場
所
の
表
示
設

置
を
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
市
が
指
定
し
た
避

難
場
所
施
設
は
３２
ケ
所
あ
る
。

表
示
板
の
な
い
と
こ
ろ

は
、
設
置
す
る
。

討
ラ
タ
‥
ヘ
リ
の
離
着
場
は

２
一　
平
成
２３
年
１２
月
２６
日

か
ら
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
市

内
の
離
着
陸
場
は
２４
ケ
所

（財
部
６
、
大
隅
６
、
末

吉
１２
）
で
あ
る
。
財
部
の

南
校
区
は
な
い
が
。

市
長
　
消
防
署
と
運
行
会

社
で
該
地
の
面
積
、
平
坦

地
、
障
害
物
の
有
無
、
２

方
向

の
進
入
出
路
確
保
、

の
基
準
で
選
定
さ
れ
て
い

る
。
市
の
意
見
は
求
め
ら

れ
て
い
な
い
。

固

　
財

部

南

地

区

は

５
０
０
戸
を
超
え
る
地
域

で
あ
る
。
隣
接
し
て
３
ヶ
所

あ
る
地
域
も
あ
る
。
市
も

意
見
を
云
つヽ
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
今
後
、
県

へ
申
し

入
れ
て
い
く
。

ドクターヘリ出動中
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市長/均衡ある発展を目指す

因
目
目
目
　
こ
れ
ま
で
の

街
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

池
田
雨
長
　
旧
３
町
の
特

徴
を
生
か
し
、
均
衡
あ
る

発
展
を
念
頭
に
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

固
一　
街
づ
く
り
計
画
や
総

合
振
興
計
画
で
、
見
直
す

べ
き
課
題
は
な
い
か
。

市
長
　
過
疎
化
が
進
む
中
、

自
助

・
共
助

・
公
助
に
よ

る
政
策
が
重
要
か
つ
必
要

と
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
安
心

。
安

全
な
街
づ
く
り
、
健
康
な

街
づ
く
り
や
、
自
然
豊
か

な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
の
振
興

・
産
業
振
興
、

市
民
参
加
の
共
生
協
働
の

街
づ
く
り
の
推
進
、
防
災

対
策
や
危
機
管
理
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。

固
一　
事
業
評
価
を
す
る
の

に
は
政
策
評
価
制
度
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
早
い
機
会
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
段
階
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

閻
一　
地
域
ご
と
に
特
徴
あ

る
エ
リ
ア
を
定
め
た
街
づ

く
り
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
今
ま
で
は
事
業
平

準
化
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

今
後
、
地
域
に
根
付
い

た
も
の
を
重
視
し
て
取
り

組
む
こ
と
も
、
進
め
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

農
業
後
継
者
新
規
就
農

者
支
援
制
度
に
つ
い
て

固
一　
新
規
就
農
者
支
援
補

助
金
の
実
績
と
課
題
は
。

市
長
　
７
年
間
で
１
０
２

名
を
認
定
し
、
支
援
金
総

額
ｌ
億
３
７
７
４
万
円
と

な

っ
て
い
る
。

固
　
２
年
間
の
支
援
の
取

り
組
み
だ
が
、
３
年
目
以

降
も
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長
　
平
成
２４
年
度
か
ら

国
の
制
度
も
導
入
さ
れ
る

と
聞

い
て
お
り
、
現
状
の

ま
ま
で
い
き
な
が
ら
国
の

制
度
を
見
守
り
た
い
。

花
房
峡
憩
い
の
森
の

振
興
策
に
つ
い
て

固
　
現
状
を
ど
の
よ
う
に

分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
２０
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
で
植
樹
を
行
い
、

６
種
類
約
１
３
０
本
の
桜

を
植
樹
し
た
。

過
去
３
年
間
の
平
均
利

用
者
は
１
万
９
３
３
人
、

宿
泊
者
数
２
２
８
１
人
で

当
初
か
ら
す
る
と
少
な
く

な

っ
て
い
る
。
今
後
、
国

道
側
か
ら
よ
く
見
え
な
い

の
で
、
場
内

や
斜
面

の

照
葉
樹
林
を
残
し
な
が
ら

間
伐
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

国
道
側
に
展
望
施
設
等
も

検
討
し
た
い
。

県
道
側
か
ら
遊
歩
道

・

歩
道
橋
を
通
り
、
徒
歩
で

行
け
る
が
、
案
内
板
や
道

じ
る
べ
が
な
い
の
で
検
討

し
た
い
。

施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
年
次
的
に
改
修
し
た
い
。

大津 亮二 議員

幸:llttl理重型璽壼

多くの人で賑わう そお市民祭

花房峡憩いの森 20周年記念植樹祭
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